
 

 

 

 

 

 

※注 
・D 型障害者相談支援事業の機能強化、拡充を行い、 
 基幹相談支援センターとして業務委託を行う。 
・基幹相談支援センターの事業者選定は、公募を実施。 
Ｒ２年４～６月頃公募 Ｒ２年７月頃決定 
Ｒ２年７～９月頃引継 Ｒ２年１０月～業務委託開始 

・Ｃ型知的障害者生活支援事業は廃止。 
・基幹センターの受託がなくても地活Ⅰ型の受託継続可能。 

・当該(案)は、予算編成の状況により大幅な変更となる場合があります。 

障害者 

計画相談事業所 

計画相談事業所 

各区高齢障害支援課 

<コーディネーター２名体制> 

基幹相談支援センター 

(D 型障害者相談支援事業の強化・拡充) 

<専門職４名＋事務職１名> 

区毎に６か所 

⑨セルフプランも選

べるけど自分で計

画立てるのは大変

だから、計画相談

事業所と契約して

専門家の支援を受

けよう。 

⑧計画相談事業所をあたるかセルフプ

ランも選択できますよ。(コーディ

ネーター増員によりセルフプラン利

用者への対応が可能となった。) 

。) 

 

⑦ 障害福祉サービスを利

用したいのですが。 

⑥基幹センターが困難ケース対応の支援

をしてくれるから業務が楽になった。

新規を受け入れよう。 

③委託料が増額となり人員強化が

できたので、困難ケースのフォ

ローなど計画相談事業所の後方

支援ができるようになった。 

障害福祉サービス課 

<計画相談支援推進事業補助金> 

計画相談事業所 

① 計画相談事業所に経済的

支援を行い、相談支援専

門員の雇用と常勤専従化

を推進します。 

② 補助金がもらえるチャンス！

思い切って相談支援専門員を

雇用しよう。 

New!! 

④ 補助金がもらえるから非常

勤を常勤にして新規や基幹

センター受け持ちのケース

移管を受け入れ、増収のた

め特定事業所加算も取得し

よう。 

⑤ケース移管により計画相談

事業所の後方支援に十分対

応できるようになった。 
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計画相談事業所への支援と、セルフプラン利用体制整備により 

障害福祉サービスの利用がしやすくなる。 


